
 
 

３．１１ 経済被害 

 

(1) 想定手法 

経済被害のうち、直接被害額は、被害を受けた施設及び資産について、復旧に要する

費用の総額を算出する。なお、被害額の想定に、阪神・淡路大震災時の原単位を使用し

ているものについては、物価変動による補正を行う必要があるが、阪神・淡路大震災の

当時（1995 年）と現在（2013 年）における消費者物価指数を比較したところ、1995 年

の「102.0」に対し、2013 年は「99.9」と、指数による変化は－２％程度であることか

ら、当時の値をそのまま用いることとする。 

間接被害額については、東日本大震災や阪神・淡路大震災における波及影響の状況を

参考に、定性的に検討を行った。 

 
【建物関係の被害額】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ライフライン・交通関係の被害額】 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.91 被害想定フロー 

 
 

建物の被害数（全壊・半壊・焼失）

建物の被害額単価 

１世帯当たりの 
資産額 

従業員１人当たりの

償却資産・在庫資産額

（産業分類別） 

従業員数（産業別） 

建物自体の被害額 家財被害額 償却資産・在庫資産

の被害額 

被害施設数・供給支障戸数 

被害額単価 

被害額（復旧費用） 
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(2) 想定結果（直接被害） 

直接被害の想定結果を以下に示す。 

県東部の被害が大きい都心南部直下地震で約 15 兆円、三浦半島断層群の地震で約５

兆円の被害額となっている。また、県西部の被害が大きい神奈川県西部地震で約９千億

円の被害額となっている。一方、全県で被害が大きい大正型関東地震で約 49 兆円、元禄

型関東地震で約 53 兆円、相模トラフ沿いの最大クラスの地震で約 70 兆円となる。さら

に、東海地震で約１兆円、南海トラフ巨大地震で約 1 兆 4 千億円となる。 

 

 

187



 
 

表
3
.
3
0
 
経
済
被
害
の
想
定
結
果
 

○
 
経
済
被
害
額
全
体
（
冬

1
8
時
発
災
）
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
億
円
）
 

 
都
心
南
部
 

直
下
地
震
 

三
浦
半
島
断
層

群
の
地
震
 

神
奈
川
県
 

西
部
地
震
 

東
海
地
震
 

南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
 

大
正
型
関
東

地
震
 

元
禄
型
関
東
 

地
震
（
参
考
）

相
模
ト
ラ
フ
沿

い
の
最
大
 

ク
ラ
ス
の
地
震

（
参
考
）
 

直
接
被
害
額
 

（
総
額
）
 

1
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,0
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5
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59
6

9
,1

75
9
,7

26
1
4,

49
4

4
89

,0
75

5
34

,3
14

7
04

,3
63

①
建
物
被
害
の

被
害
額
 

1
41

,4
68

 
4
5,

70
2 

8
,3

81
 

8
,7

93
 

1
3,

47
3 

4
65

,8
38

 
5
11

,0
77

 
6
74

,9
69
 

②
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
被
害
額
 

6
,2

19
 

2
,7
12

 
6
98

 
9
20

 
1
,0

06
 

1
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75
5

1
6,

77
5

2
2,

14
1 

③
交
通
被
害
 

 
の
被
害
額
 

3
,3

95
 

2
,1
82

 
9
6 

1
3 

1
5 

6
,4

82
 

6
,4

82
 

7
,2

53
 

 ○
建
物
関
係
の
被
害
額
 

（
冬

1
8
時
発
災
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
億
円
）

 
地
 
震
 

建
物
自
体
 

家
財
 

償
却
資
産
 

在
庫
資
産
 

都
心

南
部

直
下

地
震

 
1
0
2
,
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2
5
 

1
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1
7
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2
0
 

9
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3
0
6
 

三
浦
半
島
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震
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,
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7
 

3
0
5
 

9
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5
 

2
,
7
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5
 

神
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地
震
 

6
,
8
2
6
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7
 

1
,
1
2
8
 

3
9
0
 

東
海
地
震
 

6
,
2
2
2
 

2
4
 

1
,
9
9
2
 

5
5
5
 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
 

9
,
7
3
7
 

4
9
 

2
,
8
6
1
 

8
2
6
 

大
正

型
関

東
地

震
 

3
6
4
,
5
3
7
 

4
,
7
6
8
 

7
2
,
3
8
9
 

2
4
,
1
4
4
 

元
禄
型
関
東
地
震
（
参
考
）
 

3
9
4
,
8
2
1
 

4
,
8
9
9
 

8
3
,
8
7
5
 

2
7
,
4
8
2
 

相
模

ト
ラ

フ
沿

い
の

最
大
ク

ラ
ス
の
地

震
（
西

側
モ
デ
ル

）
（
参

考
）

5
29

,5
13

 
7
,0

98
 

1
04
,0
57

 
3
4,

30
1 

 

188



 
 ○
上
水
道
の
被
害
・
支
障
に
よ
る
被
害
額
 

地
 
震
 

断
水
人
口
（
直
後
）

 
［
単
位
：
人
］

 
断
水
世
帯
（
直
後
）

 
［
単
位
：
世
帯
］

 
被
害
額
（
復
旧
額
）

 
［
単
位
：
億
円
］

 

都
心
南
部
直
下
地
震
 

2
,0
7
8,
1
70

9
19
,
54
0 

3
95

 

三
浦
半
島
断
層
群
の
地
震
 

6
55
,
93
0

2
90
,
24
0 

1
25

 

神
奈
川
県
西
部
地
震
 

7
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4
50

3
2,
0
60
 

1
4 

東
海
地
震
 

2
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9
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1
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0
0 

0
 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
 

7
,7
1
0

3
,4
1
0 

1
 

大
正
型
関
東
地
震
 

5
,3
8
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1
70

2
,3
8
1,
4
90
 

1
,0

24
 

元
禄
型
関
東
地
震
（
参
考
）
 

5
,3
8
2,
1
90

2
,3
8
1,
5
00
 

1
,0

24
 

相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
（
参
考
）
 

6
,4
6
9,
2
80

2
,8
6
2,
5
10
 

1
,2

31
 

 ○
下
水
道
の
被
害
・
支
障
に
よ
る
被
害
額
 

 
都
心
南
部
 

直
下
地
震
 

三
浦
半
島
断
層

群
の
地
震
 

神
奈
川
県
 

西
部
地
震
 

東
海
地
震
 

南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
 

大
正
型
関
東
 

地
震
 

元
禄
型
関
東
 

地
震
（
参
考
）

相
模
ト
ラ
フ
沿

い
の
最
大
ク
ラ

ス
の
地
震
 

（
参
考
）
 

下
水
道
の
被
害
延
長
 

［
単
位
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ｋ
ｍ
］
 

1
,2
30
 

6
50

1
60
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50

2
70

2
,6
20

2
,6
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,6
00
 

被
害
額
（
復
旧
額
）
 

［
単
位
：
億
円
］
 

4
,5

55
 

2
,4

16
 

5
74

 
9
18

 
1
,0

03
 

9
,6

94
9
,6

94
1
3,

33
5 

※
被
害
額
の
原
単
位
は
、
前
回
調
査
か
ら
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
デ
ー
タ
か
ら
設
定
）
。
 

※
下
水
道
の
被
害
延
長
は
、
１
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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 ○
都
市
ガ
ス
の
被
害
・
支
障
に
よ
る
被
害
額
 

 
都
心
南
部
 

直
下
地
震
 

三
浦
半
島
断
層

群
の
地
震
 

神
奈
川
県
 

西
部
地
震
 

東
海
地
震
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海
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震
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正
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関
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地
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参
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参
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0
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て
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る
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被
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る
被
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額
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震
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島
断
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）
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数
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0 
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数
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）
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円
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55
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03
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2
 

1
,6
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1
,6
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2
,4
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※
こ
こ
で
の
停
電
件
数
は
、
揺
れ
と
延
焼
を
直
接
の
要
因
と
す
る
も
の
。
 

※
揺
れ
に
よ
る
電
柱
折
損
本
数
と
停
電
件
数
は
、
１
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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 （
参
考
）
通
信
の
被
害
・
支
障
に
よ
る
被
害
額
（
試
算
）
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部
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島
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東
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海
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正
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参
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地
震
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）
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に
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数
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2
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0
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数
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0
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,
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）
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円
］
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00

 
2
7 

2
 

0
 

0
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6
32

 

※
電
力
の
被
害
額
の
原
単
位
を
使
用
し
て
試
算
を
行
っ
た
。
 

※
こ
こ
で
の
支
障
回
線
数
は
、
揺
れ
と
延
焼
を
直
接
の
要
因
と
す
る
も
の
。
 

※
揺
れ
に
よ
る
電
柱
折
損
本
数
と
支
障
回
線
数
は
、
１
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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 ○
緊
急
輸
送
道
路
（
橋
梁
）
の
被
害
額
 

 
都
心
南
部
 

直
下
地
震
 

三
浦
半
島
断
層

群
の
地
震
 

神
奈
川
県
 

西
部
地
震
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海
地
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参
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4
34
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5
06
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3 
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5 

1
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1
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1
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 ○
港
湾
の
被
害
額
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心
南
部
 

直
下
地
震
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浦
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島
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の
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県
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参
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ク
ラ
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地
震

（
参
考
）
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（
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3
8

0
0 

0
9
5
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5
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02
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額
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復
旧
額
）

［
単
位
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円
］

 
3
,0

67
 

2
,0

44
 

0
 

0
 

0
 

5
,1

11
 

5
,1

11
 

5
,4

88
 

※
耐
震
化
が
完
了
し
て
い
な
い
港
湾
地
区
の
み
対
象
 

※
公
共
バ
ー
ス
の
み
を
対
象
。
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 (3) 間接被害の状況 

経済被害の間接被害及び波及影響の状況を以下に示す。 

 

【間接被害】 

項目 地震後の状況 

生産・サー 

ビスの低下 

 

・地震直後は、事業所被害（建物、設備、資機材、従業員等）やライ

フライン支障、交通支障の影響、サプライチェーンの被災の影響に

より、製造業の生産量は大幅に減少する。さらに、電力の供給制限

が長期に及び、生産への影響が長期化することも考えられる。 

・サービス業も、事業所被害（建物、設備、在庫・商品、従業員等）

やライフライン支障、交通支障の影響により、サービスの提供能力

が大幅に低下する。また、顧客の購買力の低下も考えられる。 

・神奈川県内で生産する工業製品（素材製品）の生産能力の低下によ

り、他の地域における工業生産に影響を及ぼす。 

・ライフラインや交通の回復した地域、事業所から徐々に生産・サー

ビスが再開され、数ケ月後から回復基調となる。その後は復興需要

により、地震後２～３年間は増加が見られるが、地震前の生産量・

販売量は回復できない。 

交通支障に 

よる影響 

 

・一部の高速道路、主要な幹線道路、一般道路の支障により、食料や

生活必需品、燃料等の供給ができなかったり、不足する状況が長期

化する。また、人の移動や物流の一部取り止めや迂回による機会損

失や経費の増加が発生する。 

・鉄道についても、通勤に支障をきたし、事業所の活動に影響する。

また、人の移動の取り止めや迂回が生じ、それによる機会損失や経

費の増加が発生する。 

・港湾の被害により、貨物等の荷揚げが制限され、物流の一部取り止

めや迂回が生じ、それによる機会損失や経費の増加が発生する。 

・復旧・復興活動により、外部からの多数の車両が流入し、道路が復

旧しても交通渋滞が慢性化する。 

・一部の事業所では、交通支障の影響を軽減するため、被災地外に活

動拠点を移すところがある。 
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【波及影響】 

項目 地震後の状況 

人口変動 ・疎開や事業所の被災のため、震災直後から転出者数の急増が見られ

る。 

・その後は、徐々に人口が回復し、４～５年程度で、地震発生前に戻

る。 

 

購買需要 

 

・発災直後は、一時的に買い控えが生じる。その後、徐々に回復し、

４～５年間は上昇するが、その後は減少に転ずる。 

 

雇用 ・地震直後は悪化するが、その後の復興需要により大幅な求人数の増

加が見られる。 

・４～５年後、復興需要が終了すると、有効求人倍率の水準は下がる。

 

新設住宅の 

着工 

・地震後から、新築住宅の着工件数が増加する。 

・約３～４年間は地震前の着工件数を上回るが、その後は減少に転じ、

全国水準を下回って推移する。 

 

企業の撤退 

・倒産 

・事業の再開ができず、撤退や倒産する企業が増加する。その後、復

興需要の増加とともに、撤退や倒産する企業は減少するが、復興需

要が終了すると、再び撤退や倒産する企業が増加する。 

 

民間設備投 

資 

・地震後から、民間設備投資が増加する。 

・しかし、増加するのは１～２年程度で、その後は減少に転じる。 
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